
 
平成 23 年 11 月 29 日 

各    位 
 

会 社 名  昭和ホールディングス株式会社 
代表者名 取締役代表執行役最高経営責任者 

此 下 竜 矢 
（コード番号 5103 東証第二部） 

問合せ先  執行役財務総務担当 庄司 友彦 
（TEL．04－7131－0181） 

 
取締役報酬自主返上のお知らせ 

 
この度、既にお知らせいたしました平成 23 年 11 月 28 日付（訂正）「特別利益（負

ののれん発生益）の計上に関するお知らせ」の一部訂正につき、株主の皆様、市場の

皆様に対して責任を痛感し、当社取締役代表執行役最高経営責任者であります、此下

竜矢が役員報酬を３か月間、自主返上いたします。 

 

 

記 

 
 

平成 23 年 11 月 28 日にお知らせいたしました通り、当社が平成 23 年 5 月 30 日に

取得いたしました㈱ウェッジホールディングス社の負ののれんを誤って算出いたし

ました結果、平成 24 年 3 月期 第１四半期、第２四半期の決算短信等を訂正する必要

が発生いたしました。 

 

本件は複雑な計算上の誤りとはいえ、株主の皆様、市場関係者の皆様に誤った情報

をお伝えしたことは重大であり、その責任を痛感するものです。 

当社最高経営責任者の此下は代表執行役として決算短信等を開示する最終的な責

任を負うており、善管注意義務を負うものとして、この度の訂正に対する反省として、

役員報酬を３か月間、自主返上するものです。 

 



当社は当該㈱ウェッジホールディングス社の子会社化によって、長年の課題であり

ました営業黒字化を果たし、恒常的に営業黒字が計上される状況になりました。今後

はこの度の反省を生かして、さらに開示等に関わる内部体制を注意深く構築するとと

もに、当該優良子会社の事業の発展、M&A などを推進して、さらに株主価値を向上し

てまいります。 

 

取締役、社員一同、一層精励いたします所存でございます。株主の皆様、市場関係

者の皆様の御支援をお願い申し上げます。 

 
以上 

 


